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【概要】
 昨⽇（10⽉15⽇）午後７時頃、⼊退域管理棟にある構内ダストモニタを監視する
ための管理端末の画⾯表⽰が確認できなくなったことを協⼒企業作業員が確認しま
した。その後、当社社員が原因調査を⾏っていたところ、午後８時00分頃、新事
務本館執務室において構内ダストモニタ15箇所すべてのデータが遠隔監視できな
いことを確認しました。

 なお、同⽇午後11時30分までに順次、15箇所の構内ダストモニタについて、正常
に動作していること、ならびに現場での指⽰値に異常がないことを確認しておりま
す。また、敷地境界モニタリングポストならびにダストモニタの指⽰値に有意な変
動がないこと及びプラントパラメータに異常がないことを確認しております。

 遠隔監視ができない原因については現在調査を継続しており、早期復旧に向けて対
応を⾏っております。

 暫定的な対策として、遠隔監視が復旧するまでの間は、プラントパラメータ、建屋
ダストモニタの連続監視を⾏うとともに、１⽇１回、現場のダストモニタの指⽰値
を確認してまいります。
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